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夭
折
し
た
漢
詩
人
　
野
崎
玉
峰

　
　
　
　
　
　
　

― 

そ
の
人
と
作
品

柴　

田　

清　

継

は
じ
め
に

　

明
治
初
期
の
我
が
国
の
漢
詩
文
界
の
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
森
も
り
し
ゅ
ん
と
う

春
濤
（
一
八
一
九
～

一
八
八
九
）
が
編へ
ん
さ
ん纂
し
て
い
た
『
新
文
詩
別
集
』
の
第
二
十
一
号
（
明
治
十
七
年
）

は
、
坂
口
五
峰
（
一
八
五
九
～
一
九
二
三
）
の
甥お
い
で
あ
る
越
後
人
野
崎
元
（
号
玉
峰
。

一
八
六
二
～
一
八
八
二
）
の
遺
草
―
『
玉
峰
小
詩
』
の
特
集
号
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
野
崎
元
、
号
玉
峰
と
い
っ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
無
名
に
近
い
存
在
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
人
物
の
作
品
が
『
新
文
詩
別
集
』
で
特
集
さ
れ
た
の

は
、
異
例
の
事
だ
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、『
新
文
詩
別
集
』
同
号
所
載
の
春
濤
執
筆
の
一
文
と
五
峰
の
『
北

越
詩
話
』
の
「
野
崎
元
」
条
の
叙
述
を
主
な
資
料
と
し
て
、『
玉
峰
小
詩
』
が
日

の
目
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
い
き
さ
つ
、
五
峰
の
玉
峰
と
の
か
か
わ
り
、
及
び
五

峰
が
春
濤
に
玉
峰
の
作
品
を
送
付
す
る
ま
で
の
い
き
さ
つ
等
に
つ
い
て
ま
ず
紹
介

し
、
次
に
『
玉
峰
小
詩
』
の
作
品
の
半
数
ほ
ど
を
取
り
上
げ
て
読
解
し
、
そ
の
作

品
世
界
を
垣
間
見
る
と
と
も
に
、
玉
峰
の
人
と
な
り
や
生
涯
の
一
端
を
知
る
一
助

と
し
た
い
。一

　

二
十
一
歳
で
夭よ
う
せ
つ折
し
た
越
後
の
無
名
詩
人
の
作
品
が
、
そ
の
二
年
後
に
『
新
文

詩
別
集
』
と
い
う
中
央
の
メ
ジ
ャ
ー
な
漢
詩
文
雑
誌
の
一
つ
の
号
を
占
有
す
る
と

い
う
こ
と
が
、
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
か
。『
新
文
詩
別
集
』
の
同
号
で
玉
峰
の
作
品

の
後
に
付
さ
れ
て
い
る
森
春
濤
の
文
章
（
漢
文
）
に
そ
の
い
き
さ
つ
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
事
の
起
こ
り
は
玉
峰
の
姻い
ん
せ
き戚
で
あ
る
坂
口
五
峰
か
ら

の
依
頼
だ
っ
た
。
依
頼
を
受
け
入
れ
た
春
濤
は
当
時
、
毎
年
あ
ち
こ
ち
に
出
か
け

て
忙
し
か
っ
た
の
で
、
校
訂
の
実
務
は
息
子
の
森
大
来
―
号
槐か
い
南な
ん

（
一
八
六
三
～

一
九
一
一
）
に
任
せ
た
。
槐
南
は
五
峰
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
作
品
の
中
か
ら
、「
沙す
な

を
淘よ
な
げ
金
を
揀え
ら
ん
で
律
絶
三
十
首
を
得
た
」。
作
品
に
は
初
め
か
ら
清し
ん
ひ
と人
王お
う
し
つ桼
園え
ん

（
一
八
三
五
～
一
九
〇
八
）
の
評
語
が
付
い
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
そ
の
ま
ま
存
し
、

さ
ら
に
「
社
中
の
朋ほ
う
好こ
う
」（
春
濤
主
宰
の
茉
莉
吟
社
の
社
友
）
た
ち
と
作
品
を
参
閲
し
、

「
会
心
の
処と
こ
ろ」
に
は
評
語
を
増
益
し
た
。
そ
れ
ら
の
作
業
に
お
い
て
最
も
尽
力
し

た
の
は
橋は
し
も
と本
蓉よ
う
と
う塘

（
一
八
四
五
～
一
八
八
四
）
と
永な
が
さ
か坂
石せ
き
た
い埭

（
一
八
四
五
～
一
九
二
四
）

の
二
人
だ
っ
た
。

　

春
濤
自
身
は
直
接
か
か
わ
ら
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
彼
が
作
業
を
委
託
し
た
蓉

塘
と
石
埭
は
春
濤
門
の
四
天
王
と
言
わ
れ
た
人
た
ち
の
う
ち
の
二
人
で
あ
る
。
こ

の
点
に
、
春
濤
が
四
十
歳
も
年
少
の
五
峰
か
ら
の
依
頼
を
粗
略
に
は
扱
わ
ず
、
む

し
ろ
相
当
に
誠
意
を
込
め
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

　

五
峰
と
春
濤
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
田
宮
覺
氏
が
詳
細
な
研
究
を
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
1
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
五
峰
は
明
治
（
以
下
、「
明
治
」
の
年
号
は

支
障
の
な
い
限
り
、
省
略
す
る
）
七
年
か
ら
数
度
上
京
し
て
、
春
濤
に
詩
を
学
ん
だ
。

春
濤
は
五
峰
の
作
品
を
「
剛
健
の
気
を
帯
び
」「
理
屈
に
長
じ
て
ゐ
る
か
ら
古
詩

大
作
に
ふ
さ
は
し
い
」
と
評
し
、
春
濤
主
宰
の
漢
詩
文
雑
誌
で
あ
る
『
新
文
詩
』・

『
新
文
詩
別
集
』・『
新
新
文
詩
』
の
い
ず
れ
に
も
、
五
峰
の
作
品
は
掲
載
さ
れ
た
。

1　

田
宮
覺
「
森
春
濤
の
来
越
に
つ
い
て
」、
本
誌
第
二
十
一
号
、
二
〇
一
八
年
。
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十
四
年
に
春
濤
は
二
十
年
越
し
の
念
願
が
か
な
っ
て
来
越
を
果
た
し
た
。
そ
の
滞

在
中
、
五
峰
は
『
新
潟
新
聞
』
に
春
濤
来
遊
の
広
告
を
出
し
た
り
、
自
宅
に
宿
泊

さ
せ
た
り
す
る
等
、
手
厚
く
も
て
な
し
た
2
。

　

な
お
、『
新
文
詩
別
集
』
同
号
に
掲
載
さ
れ
た
玉
峰
の
個
々
の
作
品
に
対
す
る

評
語
に
は
、
槐
南
に
よ
る
も
の
も
付
さ
れ
て
お
り
、
王
桼
園
を
含
め
、
評
者
は
四

人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
で
、
王
桼
園
に
若
干
言
及
し
て
お
こ
う
。
桼
（
漆
）
園
は
号
で
、
名
は
治

本
で
あ
る
。
王
治
本
は
明
治
の
初
め
に
渡
日
し
、
数
度
の
帰
国
を
挟
ん
で
足
掛
け

三
十
数
年
日
本
に
滞
在
し
た
。
そ
の
間
、東
京
や
横
浜
を
本
拠
地
と
し
な
が
ら
も
、

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州
ま
で
、
全
国
各
地
を
回
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

文
人
た
ち
と
漢
詩
文
上
の
交
流
を
し
た
、
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
人
物
で
あ
る
。
彼

は
何
度
も
長
途
の
漫
遊
を
行
っ
た
が
、
そ
の
二
回
目
が
明
治
十
六
年
夏
か
ら
十
七

年
末
に
か
け
て
の
越
佐
の
旅
だ
っ
た
。

　

王
治
本
は
旅
行
に
出
る
際
は
、
懇
意
の
中
央
の
漢
詩
人
等
を
介
し
て
、
出
発
前

に
訪
問
先
の
有
力
者
当
て
の
紹
介
状
を
書
い
て
も
ら
う
の
を
常
と
し
た
。
十
六
年

の
八
月
、
彼
の
新
潟
到
着
の
八
日
後
、『
新
潟
新
聞
』
の
「
稟ひ
ん
こ
く告
」
欄
に
、
春
濤

が
王
治
本
を
数
年
来
の
親
友
と
し
て
紹
介
し
、「
何な
に
と
ぞ卒
僕
同
様
御
周
旋
」
く
だ
さ

れ
た
し
と
懇
請
す
る
広
告
が
掲
載
さ
れ
、そ
の
十
三
人
連
名
の
宛あ
て
な名
の
一
つ
が「
坂

口
仁
一
郎
」
だ
っ
た
。
五
峰
と
王
治
本
と
の
交
流
は
遅
く
と
も
こ
の
こ
ろ
か
ら
始

ま
っ
て
お
り
3
、
五
峰
は
そ
の
交
流
の
一ひ
と
こ
ま齣
、
既
に
他
界
し
て
い
た
玉
峰
の
遺
構

2　

田
宮
覺
氏
前
掲
論
文
一
九
七
～
二
〇
〇
頁
。

3　

王
治
本
の
越
佐
の
旅
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
本
誌
に
次
の
二
篇
の
拙
稿
を
掲
載
し
て

い
た
だ
い
た
。「
王
治
本　

越
佐
の
旅
お
よ
び
そ
の
間
の
詩
文
交
流
―
―
明
治
十
六
、七
年

を
中
心
と
し
て
」（
第
十
五
号
、
二
〇
一
二
年
）、「
王
治
本　

越
佐
の
旅
お
よ
び
そ
の
間

の
詩
文
交
流
―
―
追
補
」（
第
十
七
号
、
二
〇
一
四
年
）。

を
王
治
本
に
見
せ
、
評
点
を
依
頼
し
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

二

　

五
峰
の
玉
峰
と
の
か
か
わ
り
、
及
び
五
峰
が
春
濤
に
王
治
本
の
評
を
付
し
た
玉

峰
の
作
品
を
送
付
す
る
ま
で
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
、『
北
越
詩
話
』巻
十
の「
野

崎
元
」
の
項
に
よ
り
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
要
約
し
、
漢
文
訓
読
体

の
原
文
を
平
易
な
現
代
語
に
変
換
す
る
形
式
で
、
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
文

中
の
「
私
」
は
も
ち
ろ
ん
、
五
峰
の
こ
と
で
あ
る
。

　

野
崎
元
、
字
は
士
亨
、
玉
峰
と
号
し
た
。
本
姓
は
玉
井
で
、
中
蒲
原
郡
早
通
村

（
現
在
の
新
潟
市
江
南
区
の
一
部
）
の
人
。
野
崎
氏
を
冒
し
、
新
潟
市
沼
垂
に
住
ん
で

い
た
。「
冒
」
と
は
、
こ
の
場
合
、
養
子
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
野
崎
家
の

養
子
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
い
つ
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
情
、
ど
の
よ
う
な

形
で
行
わ
れ
た
か
と
い
う
点
が
、
彼
の
一
生
全
体
を
理
解
す
る
う
え
で
も
、
ま
た
、

彼
の
作
品
世
界
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
に
も
、
か
な
り
重
要
だ
と
思
わ
れ

る
が
、
残
念
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
点
は
不
明
で
あ
る
。
五
峰
の
叙
述
に
戻
る
。
玉

峰
は
、私
と
は
最
初
の
妻
（
二
十
二
年
に
死
ん
だ
波
磨
子
）
の
弟
と
い
う
関
係
で
あ
る
。

「
長
身
玉
立
」
で
、「
貌
か
ん
ば
せ、
美
女
の
如ご
と
く
」、
穏
や
か
で
素
直
で
折
り
目
正
し
く
慎

み
深
く
、「
娘
子
秀
才
4
の
風
」
が
あ
っ
た
。
生
ま
れ
つ
き
、
体
が
弱
く
、
俗
世

の
喧け
ん
そ
う騒
が
苦
手
だ
っ
た
。
一
室
で
じ
っ
と
身
心
の
平
安
を
保
ち
、
物
事
に
と
ら
わ

れ
ず
自
適
し
、
妄み
だ
り
に
人
と
交
わ
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
私
は

挨あ
い
さ
つ拶
を
交
わ
す
程
度
で
、
彼
が
詩
を
善
く
す
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
い
た
が
、
あ
る

4　
「
娘
子
秀
才
」は
、袁
枚（
一
七
一
六
～
一
七
九
七
）の『
随
園
詩
話
』巻
五
に
見
え
る「
程

廷
祚
は『
閒
静
修
潔
』（
物
静
か
で
き
れ
い
好
き
）だ
っ
た
た
め
、『
娘
子
秀
才
』と
称
さ
れ
た
」

と
い
う
逸
話
を
踏
ま
え
た
表
現
。
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時
、
村
杉
温
泉
（
現
在
の
阿
賀
野
市
）
か
ら
の
帰
途
、
彼
が
我
が
家
に
立
ち
寄
っ
た

際
、
雑
詠
一
首
を
取
り
出
し
て
見
せ
て
く
れ
た
。
私
は
そ
の
時
、
彼
が
詩
を
学
ん

で
い
た
こ
と
を
初
め
て
知
っ
て
驚
い
た
が
、
寺
田
小
陶
に
詩
を
学
ん
だ
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
た
だ
、
小
陶
の
詩
は
俗
習
が
多
い
5
の
に
対
し
、
玉
峰
の
詩
は
さ
っ

ぱ
り
と
し
て
清
ら
か
で
、
俗
世
を
超
越
し
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
全
然
似
通
っ
て

い
な
い
。
そ
の
点
を
私
は
非
常
に
奇
異
に
感
じ
た
。
私
が「
君
に
は
仙
骨
が
備
わ
っ

て
い
る
。
怠
ら
ず
に
や
っ
て
行
け
ば
、
き
っ
と
『
作
者
の
域
6
』
に
到
達
す
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
言
っ
て
や
る
と
、
玉
峰
は
喜
ん
だ
。
彼
が
沼
垂
の
野
崎

氏
に
「
贅ぜ
い
」（
前
の
「
冒
」
と
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
と
見
る
）
し
た
頃
、
私
も
新

潟
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
。
信
濃
川
の
両
岸
と
い
う
位
置
関
係
な
の
で
、
往
来

に
好
都
合
で
、
そ
れ
以
来
、
玉
峰
は
し
ば
し
ば
姉
の
様
子
を
伺
い
か
た
が
た
我
が

家
に
来
て
、
作
っ
た
詩
を
た
び
た
び
見
せ
て
く
れ
た
。
私
は
褒
め
て
奨
励
し
た
。

玉
峰
は
ま
す
ま
す
喜
び
、
詩
の
レ
ベ
ル
は
ぐ
ん
ぐ
ん
向
上
し
た
。
壬じ
ん
午ご

（
十
五
年
）

の
秋
、
伝
染
病
（
コ
レ
ラ
か
）
が
大
流
行
し
、
数
百
人
の
死
者
が
出
て
、
特
に
沼

垂
が
惨
毒
を
極
め
た
。
玉
峰
が
ひ
と
月
余
り
姿
を
見
せ
な
い
の
で
、
妻
が
ひ
ど
く

5　

寺
田
小
陶
（
名
徳
裕
。
一
八
二
八
～
一
八
九
三
）
は
『
北
越
詩
話
』
巻
八
に
立
項
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
漢
詩
作
品
も
五
首
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
小
陶
に
つ
い
て
は
渡

引
礼
子
氏
の
「
明
治
初
期
・
沼
垂
町
の
教
育
と
寺
田
徳
裕
」（『
新
潟
近
代
史
研
究
』
第
三

号
、
一
九
八
二
年
）
に
詳
し
い
。
旧
会
津
藩
士
で
、
明
治
四
年
、
沼
垂
の
有
力
者
の
聘
に

応
じ
て
や
っ
て
来
て
、
有
隣
館
と
い
う
私
塾
を
立
て
儒
学
を
教
授
し
た
。
同
五
年
の
学
制

頒
布
に
よ
り
小
学
校
が
設
置
さ
れ
る
と
、
そ
の
校
長
と
な
り
、
か
た
わ
ら
塾
生
の
教
授
に

努
め
た
。
そ
の
塾
は
同
二
十
六
年
ま
で
存
続
し
、「
一
郷
の
子
弟
、
其
門
に
出
で
ざ
る
者
」

は
な
か
っ
た
と
い
う
。

6　
「
作
者
の
域
」は
白
居
易
の「
与
元
九
書
」に
見
え
る
語
。
岡
村
繁
は
語
釈（
岡
村
繁
著
、

明
治
書
院
新
釈
漢
文
大
系
第
百
一
巻
『
白
氏
文
集
㈤
』（
二
〇
〇
四
年
）
三
六
七
頁
）
で
、「
優

れ
た
作
者
た
ち
の
到
達
し
た
境
地
」
と
解
釈
し
て
い
る
。

心
配
し
、
人
を
差
し
向
け
て
尋
ね
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
前
の
晩
に
急
死
し
た
と

の
こ
と
だ
っ
た
。
わ
ず
か
二
十
一
歳
の
若
さ
だ
っ
た
。
私
は
優
れ
た
才
能
の
早
折

を
惜
し
み
、
彼
の
実
兄
玉
井
竹
亭
（
貞
太
郎
）7
に
遺
稿
の
収
集
を
頼
ん
だ
。
多
く

の
作
品
が
既
に
散
亡
し
て
い
た
が
、
竹
亭
と
相
談
し
、
収
集
し
た
作
品
を
森
春
濤

先
生
に
送
り
、『
新
文
詩
別
集
』
へ
の
掲
載
を
お
願
い
し
た
。

　

以
上
に
よ
り
、
玉
峰
の
人
物
像
や
そ
の
漢
詩
の
作
風
は
、
か
な
り
の
程
度
ま
で

髣ほ
う
ふ
つ髴
と
し
て
く
る
が
、
実
は
こ
の
叙
述
よ
り
は
る
か
前
に
、
玉
峰
の
逝
去
後
数
か

月
と
見
ら
れ
る
時
点
で
の
五
峰
の
玉
峰
に
関
す
る
述
懐
と
見
な
せ
る
資
料
が
あ
る

の
で
、紹
介
し
た
い
。
そ
れ
は
十
六
年
一
月
二
十
三
日
の
『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』

「
滄
そ
う
か
い
し
ゅ
う

海
拾
珠し
ゅ
」
欄
所
載
の
五
峰
の
七
絶
で
あ
る
。
こ
の
漢
詩
文
欄
は
槐
南
が
選
評

を
担
当
し
て
い
た
も
の
で
、
当
時
、
五
峰
は
こ
の
欄
に
作
品
が
掲
載
さ
れ
る
常
連

の
一
人
だ
っ
た
。

　

ま
ず
、
作
品
の
長
文
の
タ
イ
ト
ル
と
、
そ
の
書
き
下
し
文
を
掲
げ
る
こ
と
に
し

よ
う
。余

親
家
善
詩
者
二
人
。
一
為
野
村
鶯
渓
以
巳マ
マ

卯
夏
亡
、
一
為
野
崎
玉
峰
、

去
秋
亦
亡
。
其
先
後
雖
異
、
同
由
時
疫
。
抑
可
悲
矣
。
為
校
理
其
遺
詩
、
各

題
一
律
。
唯
原
稿
散
逸
、訪
求
未
遍
。
若
其
上
梓
行
世
、猶
有
待
干マ
マ
他
日
也
。

〔
余
が
親
家
の
詩
を
善
く
す
る
者
二
人
。
一
は
野
村
鶯おう
渓けいた
り
、
巳き
卯ぼう
夏
を
以
て
亡し
に
、

一
は
野
崎
玉
峰
た
り
、
去
秋
亦また
亡
に
た
り
。
其
の
先
後
は
異
な
る
と
雖
い
え
どど
も
、
同とも
に
時

疫
に
由よ
る
は
、
抑かさ
ね
て
悲
し
む
可べ
し
。
為ため
に
其そ
の
遺
詩
を
校
理
し
、
各
お
の
一
律
を
題

7　

玉
井
竹
亭
（
貞
太
郎
。
一
八
五
七
～
一
九
二
八
）
は
、
そ
の
後
、
二
十
年
か
ら
新
潟

県
会
議
員
を
務
め
、
実
業
界
で
も
活
躍
し
た
人
物
で
、
早
通
村
の
大
地
主
、
名
主
玉
井
唯

治
郎
の
子
で
あ
る
（
新
潟
県
議
会
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
新
潟
県
議
会
史　

明
治
編
一
』

（
二
〇
〇
一
年
）
所
載
「
新
潟
県
会
議
員
略
歴
」）。
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す
。
唯ただ
原
稿
散
逸
し
、訪
求
未いまだ
遍
あ
ま
ねか
ら
ず
。
其
の
上じょ
う
し梓し
て
世
に
行
わ
る
る
が
若ごと
き
は
、

猶な
お
他
日
を
待
つ
有
ら
ん
。〕

　

親
戚
で
詩
を
善
く
す
る
人
物
二
人
が
こ
の
数
年
間
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
悲
し
む

作
品
で
、
野
村
鶯
渓
8
と
野
崎
玉
峰
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
形
で
詠
ま
れ
て
い
る
。

野
村
鶯
渓
に
対
す
る
作
は
さ
て
お
き
、
野
崎
玉
峰
に
対
す
る
詩
句
の
方
を
挙
げ
よ
う
。

脩
斎
正
在
妙
年
時　
　

脩
し
ゅ
う
さ
い
斎　

正
に
妙
年
の
時
に
在
り

若
个
聡
明
似
爾
痴　
　

若た
れ个
か
聡
明　

爾な
ん
じの
痴
に
似
ん

名
士
典
刑
温
性
格　
　

名
士
の
典
刑
〔
古
く
か
ら
の
規
範
〕　

性
格　

温お
だ
やか
に

良
家
子
弟
好
容
儀　
　

良
家
の
子
弟　

容
儀　

好よ

し

平
生
解
愛
9
離
騒
賦	

平
生　

離
騒
の
賦
を
解
愛
し

乃
免
呼
為
没
字
碑　
　

乃す
な
わち
呼
ん
で
没
字
碑
〔
立
派
な
風
采
を
し
て
い
な
が
ら
文

	

墨
に
通
ぜ
ぬ
者
〕
と
為
す
を
免
る

8　

野
村
鶯
渓
（
一
八
五
二
～
一
八
七
九
）
は
、
五
峰
の
姑
夫
（
父
の
姉
妹
の
夫
）
で
北

蒲
原
郡
中
浦
村
吉
浦
（
現
在
は
新
発
田
市
）
の
人
で
あ
る
野
村
禧
（
号
養
拙
。
一
八
二
八

～
一
八
九
三
）
の
息
子
で
（『
北
越
詩
話
』
下
巻
四
一
八
頁
）、
名
は
安
之
。
五
峰
は
幼
時

よ
り
彼
に
兄
事
し
た
（
同
書
下
巻
八
四
一
～
八
四
二
頁
）。

9　

動
詞
の
前
に
か
ぶ
さ
っ
た
「
解
」
は
、「
能
」
と
同
様
の
用
法
の
助
動
詞
と
し
て
扱
い
、

「
よ
く
～
す
」
と
訓
読
し
、「
～
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
解
釈
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
例

え
ば
『
白
氏
文
集
』
に
は
「
解
愛
」
の
二
字
が
連
続
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
個
所
が
約
十

個
所
あ
り
、
岡
村
繁
は
新
釈
漢
文
大
系
『
白
氏
文
集
』
の
訳
注
に
お
い
て
、
そ
の
大
半
を

そ
の
よ
う
に
訓
読
し
て
い
る
が
、
そ
の
訳
し
方
に
は
無
理
の
感
ぜ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
少
な

く
な
い
。
筆
者
は
こ
の
五
峰
の
詩
句
の
「
解
愛
」
は
、「
理
解
し
愛
す
る
」
と
い
う
単
純

な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
博
学
の
五
峰
は
『
白
氏
文
集
』
か
ら
も
影
響
を

受
け
て
い
る
よ
う
だ
が
、
集
中
の
作
品
を
き
ち
ん
と
読
み
こ
な
し
た
う
え
で
、
己
の
中
に

取
り
込
ん
で
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

却
惜
清
才
偏
短
折　
　

却
つ
ま
る
と
こ
ろ

惜
し
む
ら
く
は
清
才　

偏
あ
い
に
く
短
折
し
た
る
こ
と

不
堪
膓
断
読
遺
詩　
　

堪
え
ず　

膓
は
ら
わ
た
　

断
ち
て　

遺
詩
を
読
む
に

　

当
時
二
十
三
歳
の
五
峰
、
よ
く
も
こ
ん
な
漢
語
が
使
い
こ
な
せ
た
も
の
だ
と
感

心
さ
せ
ら
れ
る
が
、第
二
句
の
表
現
は
袁
枚
の
七
絶
「
上
官
婉
児
」
詩
の
後
半
「
至

今
頭
白
衡
文
者
、
若
個
聡
明
似
女
児
」〔
今
に
至
る
も
頭
白
く
し
て
文
を
衡
し
な
さ
だ
めす
る
者
、

若た
個れ
か
聡
明　

女
児
に
似
ん
〕
辺
り
が
参
考
に
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
第
一
句
と
合
わ
せ
て
、〈
少
年
の
時
か
ら
精
進
潔
斎
等
の
仏
事
に
い
そ
し

ん
で
き
た
。
そ
の
聡
明
さ
は
馬ば
か鹿
真ま
じ
め
面
目
と
も
言
え
る
ほ
ど
で
、
他
の
追
随
を
許

さ
な
い
〉
と
い
っ
た
意
味
で
、
筆
者
は
受
け
止
め
た
。
な
お
、「
痴
」
は
仏
教
語

と
し
て
は
「
三
毒
」
の
一
つ
で
、
こ
こ
の
表
現
に
よ
く
マ
ッ
チ
す
る
。

　

彼
が
、
讒ざ
ん
げ
ん言
に
遭
っ
て
疎
ん
ぜ
ら
れ
た
屈
原
（
前
三
四
三
頃
～
前
二
八
三
頃
）
が

憂
愁
幽
思
の
中
で
作
っ
た
と
さ
れ
る
『
離
騒
』
を
理
解
し
愛
し
た
（
第
五
句
）
と

い
う
の
は
、
彼
の
詩
の
作
風
か
ら
す
る
と
意
外
で
あ
る
が
、
五
峰
の
こ
の
よ
う
な

見
方
に
つ
い
て
は
、
後
で
ま
た
少
し
考
え
て
み
た
い
。

三

　

こ
こ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
玉
峰
の
人
物
像
や
そ
の
漢
詩
の
作
風
は
、
す
べ
て
五

峰
と
い
う
他
者
の
目
を
通
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、『
新
文
詩
別
集
』

第
二
十
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
の
い
く
つ
か
を
じ
か
に
詠
ん
で
、
五
峰
の
叙
述

の
確
認
の
意
味
も
兼
ね
、
玉
峰
の
詩
の
作
風
を
観
察
し
つ
つ
、
作
品
か
ら
窺う
か
がわ
れ

る
彼
の
生
涯
を
、
可
能
な
範
囲
で
考
察
し
て
み
た
い
。

　

さ
て
、
全
作
品
を
通
読
し
て
み
て
、
作
者
が
そ
れ
ま
で
の
自
身
の
人
生
を
振
り

返
り
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
事
柄
を
い
く
つ
か
暗
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の

が
次
の
作
品
で
あ
る
。
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夜
坐
有
懐
〔
夜
坐　

懐おも
う
こ
と
有
り
〕

飄
零
書
剣
歳
将
残　
　

飄
ひ
ょ
う
零れ
い　

書
剣　

歳と
し　

将ま
さ
に
残
せ
ん
と
す

旧
恨
新
愁
集
百
端　
　

旧
恨　

新
愁　

百
端
〔
く
さ
ぐ
さ
の
思
い
〕　

集
ま
る

破
壁
梅
横
燈
影
小　
　

破
壁　

梅　

横
た
わ
り
て　

燈
影　

小
に

空
檐
人
定
雨
声
寒　
　

空く
う
え
ん檐　

人　

定
ま
り
て　

雨
声　

寒
し

交
遊
落
落
従
星
散　
　

交
遊
〔
友
人
〕
は
落
落
と
し
て　

星
に
従
い
て
散
じ

洪
劫
茫
茫
作
夢
看　
　

洪こ
う
ご
う劫
は
茫ぼ
う
ぼ
う茫　

夢
と
作な

し
て
看み

る

好
藉
酒
杯
排
悶
去　
　

酒
杯
を
藉か

り
て
悶も
だ
え
を
排
し
去
る
に
好
し

十
年
身
事
太
艱
難　
　

十
年　

身
事　

太は
な
はだ
艱か
ん
な
ん難
な
り
き

　

首し
ゅ
れ
ん聯
か
ら
窺
わ
れ
る
の
は
、
あ
ち
こ
ち
に
遊
学
す
る
書
生
と
し
て
の
生
活
の
中

で
覚
え
た
様
々
な
悲
し
み
や
愁
い
が
、
年
の
瀬
に
な
っ
て
一
度
に
こ
み
あ
げ
て
き

て
、胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
頸け
い
れ
ん聯
は
、親
し
く
な
っ

た
友
人
も
次
々
に
離
れ
離
れ
に
な
り
、
か
つ
て
大
き
な
災
難
を
経
験
し
た
が
、
そ

れ
も
今
と
な
っ
て
は
夢
の
よ
う
だ
と
述
べ
て
い
る
。
末
句
は
、
こ
れ
ま
で
十
年
間

を
艱
難
辛
苦
の
人
生
だ
っ
た
と
振
り
返
る
言
葉
で
あ
る
。

　

実
を
言
え
ば
、
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
玉
峰
の
生
涯
の
個
々
の
局
面
の
真
相

は
ほ
と
ん
ど
分
か
ら
な
い
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
「
洪
劫
」（
大
き
な
災
難
）
と

い
う
言
葉
で
、
こ
れ
が
上
述
の
野
崎
家
へ
の
養
子
縁
組
の
一
件
と
も
か
か
わ
っ
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
そ
の
真
相
を
究
明
し
た
く
思
う
が
、
現
時
点
で

得
ら
れ
る
資
料
だ
け
で
は
如い
か
ん何
と
も
し
が
た
い
。

　

こ
の
作
品
の
タ
イ
ト
ル
は
、
夜
中
に
じ
っ
と
座
っ
て
い
る
と
様
々
な
思
い
が
胸

に
浮
か
ん
で
く
る
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
が
、
同
様
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
詠

ま
れ
た
作
品
が
『
玉
峰
小
詩
』
で
は
か
な
り
の
割
合
を
占
め
て
い
る
。
い
く
つ
か

例
を
挙
げ
よ
う
。
ま
ず
は
二
首
連
作
の
七
絶
、「
新
秋
夜
坐
」。

　
　

新
秋
夜
坐　

其
一

深
院
閴
寥
宵
漏
長　
　

深
院　

閴
げ
き
り
ょ
う
寥
〔
静
寂
〕
に
し
て　

宵
漏　

長
く

燈
痕
如
水
10
浸
吟
床	

燈と
う
痕こ
ん　

水
の
如
く　

吟
床
を
浸
す

桐
陰
墜
露
11
松
梢
月	

桐
陰　

露　

墜お

つ　

松
し
ょ
う
梢し
ょ
うの
月

薄
病
人
先
怯
早
涼　
　

薄
病
の
人　

先ま

ず　

早
涼
に
怯お
び
ゆ

　

詩
作
に
つ
い
て
思
い
を
凝
ら
し
な
が
ら
座
っ
て
い
る
作
者
の
床
〔
本
来
の
意
味
な

ら
、
ベ
ッ
ド
〕
を
、
灯
火
の
明
か
り
が
揺
ら
め
き
つ
つ
、
う
っ
す
ら
と
照
ら
し
て

い
る
と
歌
う
承
句
や
、
桐き
り
の
葉
か
ら
落
ち
た
露
を
松
の
梢
こ
ず
え
越
し
の
月
明
か
り
が

照
ら
し
て
い
る
と
歌
う
転
句
に
よ
り
、
し
ん
と
静
ま
り
返
っ
た
新
秋
の
夜
の
気
配

が
読
む
者
に
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

結
句
に
つ
い
て
、
王
桼
園
が
古
人
の
「
秋
冷
先
知
是
痩
人
」〔
秋
冷
や
や
か
に
し

て
先
ず
知
る
是こ
れ
痩そう
人じんな
る
を
〕
と
い
う
詩
句
12
と
語
意
が
似
て
い
る
と
の
評
を
残
し

10　

参
考
ま
で
に
「
燈
痕
如
水
」
の
用
例
を
探
し
て
み
る
と
、
管
見
の
限
り
、
鄭
文
焯

（
一
八
五
六
～
一
九
一
八
）
の
詞
「
催
雪
」（
詞
調
の
一
種
）
に
「
痩
緑
燈
痕
如
水
」、
槐

南
の
詞
「
十
二
時　

亡
児
生
日
塡
此
寄
恨
」（『
槐
南
集
』
巻
二
十
八
。
十
九
年
以
後
の
作

と
思
わ
れ
る
）
に
「
揺
幌
鐙
痕
如
水
」（「
燈
」
と
「
鐙
」
は
音
義
と
も
に
通
じ
る
）、
同
じ

く
槐
南
の
詞
「
好
事
近　

酒
間
即
目
再
依
前
腔
」（『
槐
南
集
』
同
巻
。
初
出
は
三
十
四
年

九
月
の
『
新
声
』
第
六
巻
第
三
号
）
に
「
樹
裏
乍
流
蛍
火
、
是
鐙
痕
如
水
」
と
あ
る
。
そ

の
他
、
渡
貫
勇
（
一
八
七
〇
～
？
）
の
七
絶
「
永
坂
石
埭
先
生
、
画
梅
見
贈
、
賦
此
寄
呈
」

に
「
燈
痕
如
水
古
香
壇
」
と
あ
る
。

11　

参
考
ま
で
に
「
桐
陰
墜
露
」
の
用
例
を
探
し
て
み
る
と
、
管
見
の
限
り
、
董
潮

（
一
七
二
九
～
一
七
六
四
）
の
七
律
「
初
夏
閒
居
漫
興　

和
樹
石
母
舅
韻
六
首
」（『
紅
豆

獅
詩
人
集
』
巻
五
）
の
第
六
首
に
「
高
閣
桐
陰
墜
露
凉
」
と
あ
る
。

12　

白
居
易
「
贈
侯
三
郎
中
」
詩
の
一
句
。「
秋
の
気
が
寒
く
な
れ
ば
ま
ず
そ
れ
と
気
付
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て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
己
の
病
弱
に
関
す
る
表
現
は
集
中
の
随
所
に
見
ら
れ
る
。

　
　

同　

其
二

同
誰
温
鼎
注
心
香　
　

誰た
れ
と
同
に
か
鼎か
な
えを
温
め
心
香
13
を
注
が
ん

寸
燭
挑
残
涙
一
行　
　

寸
す
ん
し
ょ
く
燭　

挑か
か
げ
残ざ
ん
し
て　

涙　

一
行

人
影
不
来
簾
不
捲　
　

人
影　

来
ら
ず　

簾す
だ
れ　

捲ま

か
ず

寒
花
和
月
転
虚
廊　
　

寒
花　

月
と
和
し
て
虚
廊
に
転
ず

　

第
二
句
は
、
誰
も
訪
れ
て
く
れ
る
人
の
な
い
中
、
短
く
な
っ
て
き
た
蠟ろ
う
そ
く燭
の
火

を
搔か

き
立
て
尽
く
す
と
、
蠟
が
と
ろ
っ
と
溶
け
て
流
れ
て
消
え
た
と
詠
ん
で
、
そ

の
流
れ
落
ち
た
蠟
を
一
筋
の
涙
と
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
。
こ
の
句
に
は
、
槐
南
の

「
第
二
句
は
所
謂
『
一
寸
相
思
一
寸
灰
』
な
り
」
と
の
評
が
あ
る
。「
一
寸
相
思
一

寸
灰
」
は
、
李
商
隠
（
字
あ
ざ
な
義
山
。
八
一
三
～
八
五
八
）
の
七
律
「
無
題
四
首
」
第
二

首
の
末
句
で
、
こ
れ
を
槐
南
は
そ
の
『
李
義
山
詩
講
義
』
に
お
い
て
「
一
寸
の
相

思
は
、
片
端
か
ら
、
一
寸
の
灰
に
な
つ
て
仕
舞
ふ
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ド
ウ
モ
断

念
す
る
外
な
い
」14
（「
相
思
」
は
も
ち
ろ
ん
恋
情
の
こ
と
）
云う
ん
ぬ
ん々
と
解
説
し
て
い
る
。

確
か
に
こ
の
句
と
通
じ
る
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、
玉
峰
の
句
は
あ
き
ら
め
の
気
持
ち

を
述
べ
た
も
の
で
は
な
く
、
綿
々
と
し
て
尽
き
な
い
人
恋
し
さ
（
特
に
女
性
に
対
す

く
の
も
痩
せ
た
私
で
あ
る
」（
岡
村
繁
著
、
明
治
書
院
新
釈
漢
文
大
系
第
百
五
巻
『
白
氏

文
集
㈨
』（
二
〇
〇
五
年
）
二
九
七
頁
）
の
意
。

13　
「
心
香
」
は
仏
教
語
で
、
通
常
「
中
心
の
誠
。
香
を
焚
き
仏
に
供
す
る
潔
斎
の
心
」

を
意
味
す
る
語
だ
（『
大
漢
和
辞
典
』
巻
四
、九
三
九
頁
）
が
、こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
を
ま
と
い
つ
つ
も
、
香
そ
の
も
の
を
意
味
し
、
句
全
体
と
し
て
共
に
香
を
焚
い
て

夜
を
過
ご
し
て
く
れ
る
人
の
い
な
い
寂
し
さ
を
歌
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

14　

森
槐
南
『
李
義
山
詩
講
義
』
下
巻
（
文
会
堂
書
店
、
一
九
一
七
年
）
三
三
四
頁
。

る
）
を
詠
ん
だ
も
の
と
見
た
ほ
う
が
い
い
だ
ろ
う
。
月
の
明
か
り
に
照
ら
さ
れ
た
、

秋
に
入
っ
て
少
し
冷
や
や
か
な
感
じ
の
す
る
よ
う
に
な
っ
た
花
の
影
が
、
一
人

ぼ
っ
ち
の
我
が
部
屋
の
壁
面
を
滑
る
よ
う
に
移
っ
て
い
く
と
詠
み
、
同
時
に
そ
れ

を
見
や
り
な
が
ら
眠
り
に
付
け
ず
に
い
る
作
者
の
姿
を
彷
彿
と
さ
せ
る
結
句
は
出

色
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
一
首
に
は
、
桼
園
が
「
長
吉
の
鬼
才
、
此こ

の
詩　

之こ
れ
を
得
た
り
」

と
の
評
を
付
け
て
い
る
。
長
吉
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
異
常
に
冴さ

え
た
、
独

特
な
作
品
世
界
を
持
ち
、
不
遇
の
ま
ま
早
世
し
た
李
賀
（
七
九
一
～
八
一
七
）
の
字

で
あ
る
。

　

前
述
の
通
り
、
玉
峰
に
は
、
夜
一
人
ぼ
っ
ち
で
じ
っ
と
己お
の
が
内
面
を
見
つ
め
て

過
ご
す
と
い
っ
た
感
じ
の
作
品
が
多
い
の
だ
が
、
そ
れ
は
自
宅
以
外
で
夜
を
過
ご

す
場
合
も
同
じ
だ
っ
た
。
五
峰
の
思
い
出
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
た
村
杉
温
泉
宿
泊

時
の
こ
と
を
詠
ん
だ
と
思
わ
れ
る
七
絶
二
首
が
あ
る
の
で
、取
り
上
げ
て
お
こ
う
。

季
節
は
春
で
あ
る
。

　
　

村
杉
客
夜

暗
泉
嗚
咽
繞
階
流　
　

暗
泉　

嗚お
え
つ咽
し
て　

階
き
ざ
は
しを
繞め
ぐ
っ
て
流
れ

燈
火
深
窓
夜
意
幽　
　

燈
火　

深
窓　

夜
意
〔
夜
の
雰
囲
気
〕　

幽
な
り

戸
戸
浴
場
人
語
定　
　

戸
戸
の
浴
場　

人
語　

定
ま
り〔
人
の
話
し
声
が
途
絶
え
〕

一
簾
春
雨
惨
於
秋　
　

一
簾
の
春
雨　

秋
よ
り
も
惨
た
り

閒
斎
囲
繞
小
屛
斜　
　

閒か
ん
斎さ
い　

囲い
じ
ょ
う繞
し　

小
し
ょ
う
へ
い
屛　

斜
め
な
り

自
試
沙
甌
一
瀹
茶　
　

自
ら
沙さ
お
う甌
を
試
み　

一
た
び
茶
を
瀹に

る

矮
几
低
窓
春
雨
静　
　

矮あ
い
き几　

低
窓　

春
雨　

静
か
に

書
燈
紅
痩
夜
深
花　
　

書
燈　

紅あ
か
く
痩や

せ
た
り　

夜
深
き
と
き
の
花
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第
一
首
の
起
句
は
杜と

甫ほ

の
「
日
暮
」
詩
の
一
句
「
石
泉
流
暗
壁
」（
泉
が
ほ
の
暗

い
石
壁
を
伝
っ
て
流
れ
て
い
る
）
に
基
づ
い
た
表
現
か
と
思
わ
れ
る
が
、
泉
が
流
れ

る
さ
ま
を
「
嗚
咽
し
て
」
と
詠
ん
だ
と
こ
ろ
に
、
こ
の
詩
人
の
カ
ラ
ー
が
出
て
い

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
夜
が
更
け
た
後
の
春
雨
が
、
秋
雨
よ
り
も
惨
（
痛
ま
し
い
、

厳
し
い
、
み
じ
め
等
の
意
味
合
い
）
た
る
も
の
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
の
も
、
よ
り
一
層

こ
の
作
者
独
特
の
感
性
で
あ
る
。

　

第
二
首
の
結
句
は
、「
書
燈　

夜
深
き
と
き
の
花
よ
り
も
紅
く
痩
せ
た
り
」
と

読
ん
だ
方
が
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
句
か
ら
連
想
さ

れ
る
の
は
、
蘇そ
し
ょ
く軾

（
号
東
坡
。
一
〇
三
六
～
一
一
〇
一
）
の
「
海か
い
ど
う棠
」
詩
の
「
只
恐
夜

深
花
眠
去
、
更
焼
高
燭
照
紅
粧
」（
只た
だ
恐
ら
く
は
夜
深
く
し
て
花
眠
り
去
ら
ん
こ
と
を
。

更
に
高
燭
を
焼もや
し
て
紅
粧
を
照
ら
さ
ん
。）
で
、
こ
の
二
句
が
玉
峰
の
念
頭
に
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
玉
峰
が
思
っ
た
の
は
、
蘇
軾
の
よ
う
に
、
眠
り
に
つ
い
て

し
ま
い
そ
う
な
夜
中
の
花
を
と
び
っ
き
り
長
い
蠟
燭
で
照
ら
し
出
し
て
、
そ
の
美

し
さ
を
眺
め
て
楽
し
も
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
机
の
上
の
燈
火
が
、
今

に
も
し
ぼ
ん
で
し
ま
い
そ
う
な
夜
更
け
の
花
と
同
じ
く
ら
い
（
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り

も
な
お
）
細
く
頼
り
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
彼
に
感
慨
を
も
た
ら
し
た
の
で

あ
る
。

　

じ
っ
と
し
て
一
人
ぼ
っ
ち
で
過
ご
す
の
は
、
夜
だ
け
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な

か
っ
た
。
時
期
に
も
よ
る
だ
ろ
う
が
、
終
日
そ
の
よ
う
に
し
て
過
ご
す
こ
と
も
少

な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
寓ぐ
う
ろ
う楼
即
事
」と
題
す
る
七
絶
二
首
が
あ
る
。「
寓
楼
」

で
あ
る
か
ら
、
誰
か
の
家
に
身
を
寄
せ
て
仮
住
ま
い
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
わ
け

で
あ
る
。
作
者
の
意
識
の
仕
方
次
第
で
は
、
そ
れ
は
上
述
の
「
贅
」
し
た
野
崎
家

の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
具
体
的
な
事
柄
は
未
詳
で
あ
る
。

　
　

寓
楼
即
事

青
山
緑
樹
染
爐
烟　
　

青
山　

緑
樹　

爐ろ
え
ん烟

〔
香
炉
の
煙
〕
に
染
ま
る

鎮
日
楼
居
似
小
年　
　

鎮
日〔
終
日
〕　

楼
居
す　

小
年〔
一
年
近
く
〕に
似
た
り

無
事
読
書
仍
飲
酒　
　

事
無
く　

書
を
読
み　

仍ま
た
酒
も
飲
む

何
須
脩
得
到
神
仙　
　

何
ぞ
脩お
さ
め
得
て
神
仙
に
到い
た
る
を
須も
ち
い
ん

小
楼
日
永
夢
初
醒　
　

小
楼　

日　

永
く　

夢　

初
め
て
醒
め
た
り

過
雨
無
痕
凉
満
庭　
　

過
雨　

痕あ
と　

無
け
れ
ど
も　

凉り
ょ
う　

庭
に
満
つ

苔
気
上
簾
簾
欲
湿　
　

苔た
い
気き　

簾す
だ
れに
上
り　

簾　

湿
ら
ん
と
欲
す

暮
山
如
影
夕
陽
青　
　

暮
山　

影
の
如
く　

夕
陽　

青
し

　

第
一
首
で
は
一
日
中
、
何
の
務
め
も
な
く
、
読
書
や
飲
酒
で
長
い
一
日
を
や
り

過
ご
し
て
い
る
生
活
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
日
々
だ
か
ら
、
昼
間
に

ぐ
っ
す
り
眠
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
よ
う
で
、
第
二
首
な
ど
、
全

体
と
し
て
隠
者
の
心
境
を
詠
ん
だ
も
の
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い
よ
う
な
雰
囲
気

が
漂
っ
て
い
る
。

　

第
一
首
の
結
句
（「
神
仙
に
な
る
た
め
の
修
行
を
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
だ
が
」
と

い
っ
た
意
味
）
の
印
象
が
深
か
っ
た
の
か
、
石
埭
が
、「
筆
に
点
塵
無
し
。（
中
略
）

豈あ

に
人じ
ん
か
ん間
の
烟
火
を
食
ら
う
者
の
語
な
ら
ん
や
。15
」
と
の
評
を
付
け
て
い
る
。

確
か
に
そ
の
よ
う
な
趣
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
二
十
歳
を
幾
つ
も
越
え
ず
に
逝
っ
た

若
者
の
作
品
で
あ
る
こ
と
に
思
い
を
致
す
と
、
そ
こ
に
尋
常
な
ら
ざ
る
も
の
が
感

15　

大
意
：
筆
に
一
点
の
俗
気
も
な
い
。
俗
世
の
生
活
を
し
て
い
る
者
の
語
っ
た
言
葉
と

は
、
と
て
も
思
わ
れ
な
い
。
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じ
ら
れ
る
。四

　

も
っ
と
も
、
一
見
、
若
年
に
し
て
老
成
し
き
っ
た
よ
う
な
境
地
を
感
じ
さ
せ

る
作
品
と
は
正
反
対
に
、
人
恋
し
さ
が
一
層
高
じ
て
、
己
が
多
情
を
持
て
余
す

と
詠
ん
で
い
る
作
品
も
い
く
つ
か
あ
る
。
例
え
ば
、
次
に
挙
げ
る
も
の
が
そ
れ

で
あ
る
。

　
　

春
夜

小
楼
如
夢
酒
微
醒　
　

小
楼　

夢
の
如
く　

酒　

微か
す
か
に
醒
め
た
り

数
尽
沈
沈
玉
漏
声　
　

数
え
尽
く
す　

沈
沈
た
る　

玉
漏
の
声

当
戸
柳
烟
燈
黯
澹　
　

戸
に
当
た
る
柳
烟
〔
柳
に
た
な
び
く
靄
〕　

燈ひ　

黯あ
ん
た
ん澹

籠
簾
花
霧
月
朧
明　
　

簾
を
籠こ

む
る
花
霧　

月　

朧ろ
う
明め
い

〔
お
ぼ
ろ
〕

教
簫
何
処
夜
将
午　
　

簫し
ょ
うを
教
う
る
は
何い
ず
れ
の
処
ぞ　

夜　

将ま
さ
に
午
な
ら
ん

	

と
す

添
臂
有
人
寒
較
軽　
　

臂う
で
を
添
う
る　

人
有
ら
ば　

寒
も
較や
や
軽
か
ら
ん

独
我
倚
欄
眠
不
得　
　

独
り
我
の
み
は
欄
お
ば
し
まに
倚よ

り
て
眠
り
得
ず

一
時
懊
悩
奈
多
情　
　

一
時
〔
し
ば
ら
く
〕　

懊お
う
の
う悩
す　

多
情
を
奈い
か
んせ
ん

　

酒
の
酔
い
で
し
ば
ら
く
は
眠
っ
て
い
た
の
に
、
目
が
覚
め
て
し
ま
っ
て
、
そ
れ

か
ら
は
な
か
な
か
寝
付
け
な
い
。
お
り
し
も
春
の
宵
は
な
ま
め
か
し
い
雰
囲
気
に

包
ま
れ
、
も
う
真
夜
中
に
な
る
と
い
う
の
に
、
ど
こ
か
で
簫
の
稽け
い
こ古
を
し
て
い
る

人
た
ち
が
い
る
よ
う
だ
。
自
分
に
も
そ
の
よ
う
に
身
を
寄
せ
合
っ
て
一
緒
に
過
ご

し
て
く
れ
る
人
が
い
た
ら
、春
の
夜
寒
も
し
の
げ
る
の
だ
が
。
我
が
悶も
ん
も
ん々
た
る「
多

情
」
を
如
何
と
も
し
が
た
い
。

　

女
性
に
対
す
る
関
心
は
「
独
坐
」
と
題
す
る
七
律
の
後
半
で
は
、
も
っ
と
ス
ト

レ
ー
ト
な
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
　

独
坐

独
坐
蕭
斎
形
影
親　
　

独
り
蕭
斎
〔
書
斎
〕
に
坐
し　

形
影　

親
し
む

（
三
句
省
略
）

詩
可
遣
愁
何
爾
痩　
　

詩
も
て　

愁
い
を
遣や

る
可
き
に　

何
ぞ
爾し
か
く
痩
せ
た
る

銭
雖
買
笑
不
能
真　
　

銭　

笑
い
を
買
う
と
雖い
え
ども　

真
な
る
能あ
た
わ
ず

慿
誰
慰
藉
無
聊
意　
　

誰
に
慿た
よ
っ
て
か
慰い
し
ゃ藉
せ
ん　

無ぶ
り
ょ
う聊
の
意

起
向
前
檐
試
一
巡　
　

起た

ち
て
前
檐
を　

試
み
に
一
巡
せ
ん

　

陶
淵
明
の
「
飲
酒
」
詩
の
序
や
李り

白は
く
の
「
月
下
独
酌
」
を
連
想
さ
せ
る
よ
う
な

歌
い
起
こ
し
だ
が
、
隠
遁
も
し
く
は
飄
逸
に
よ
る
超
俗
と
い
っ
た
境
地
が
詠
ま
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
詩
作
に
打
ち
込
め
ば
愁
い
も
払
え
よ
う
に
、
こ
ん
な
に

痩
せ
っ
ぽ
ち
（
愁
い
が
払
え
て
い
な
い
証
拠
）。「
買
笑
」
が
頭
を
か
す
め
る
こ
と
も

あ
る
が
、
そ
れ
を
「
真
」
な
る
も
の
（
異
性
と
か
わ
す
真
の
愛
情
と
い
う
こ
と
か
）
と

も
思
え
な
い
。
深
い
懊
悩
に
襲
わ
れ
、
立
ち
上
が
っ
て
家
の
周
り
を
一
回
り
し
て

み
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
七
絶
「
夏
日
即
事
」
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

夏
日
即
事

午
天
高
枕
卧
虚
廊　
　

午
天
〔
昼
〕　

枕
を
高
く
し
て　

虚
廊
に
卧ふ

す

清
簞
踈
簾
日
正
長　
　

清せ
い
て
ん簞　

踈そ

簾れ
ん
16　

日　

正
に
長
し

16　
「
清
簞
踈
簾
」
は
、杜
甫
の
「
七
月
一
日
題
終
明
府
水
楼
」
詩
の
第
二
首
に
見
え
る
表
現
。
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修
竹
風
揺
涼
不
定　
　

修
竹
〔
長
い
竹
〕　

風
に
揺
れ　

涼　

定
ま
ら
ず

一
牀
残
夢
落
瀟
湘　
　

一
牀し
ょ
うの
残
夢　

瀟
し
ょ
う
し
ょ
う
湘
に
落
つ

　

夏
の
真ま
っ
ぴ
る
ま

昼
間
に
寝
て
い
た
。
竹
林
越
し
に
吹
い
て
く
る
風
の
涼
し
さ
が
途
絶
え

て
、
ふ
と
目
が
覚
め
る
と
、
見
果
て
ぬ
夢
の
残
像
は
瀟
湘
の
眺
め
だ
っ
た
。
瀟
湘

と
は
、
瀟
水
と
湘
水
と
が
合
流
す
る
洞
庭
湖
の
南
、
あ
る
い
は
広
く
湖
南
一
帯
を

指
す
地
名
で
あ
る
が
、
中
国
の
韻
文
や
こ
れ
に
影
響
を
受
け
た
我
が
国
の
漢
詩
で

は
、
一
種
独
特
な
イ
メ
ー
ジ
を
帯
び
た
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
こ
こ
で
、
浅
見

洋
二
氏
の
こ
の
語
に
関
す
る
研
究
成
果
を
援
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た

い
。浅
見
氏
は
瀟
湘
に
つ
い
て「
古
く
か
ら
濃
密
な
神
話
的
文
学
的
記
憶
を
ま
と
っ

た
土
地
で
あ
り
、
そ
れ
が
喚
起
せ
し
め
る
も
の
は
一
言
で
は
蔽
い
つ
く
す
こ
と
が

で
き
な
い
」
と
し
た
う
え
で
、
様
々
な
作
品
に
お
け
る
用
例
を
挙
げ
、
最
終
的
に

は
「
女
性
の
別
怨
離
情
と
結
び
付
く
文
学
的
ト
ポ
ス
」
と
い
う
言
葉
で
総
括
し
て

お
ら
れ
る
17
。
玉
峰
が
こ
の
よ
う
な
中
国
の
詩
文
に
お
け
る
意
味
合
い
を
ち
ゃ
ん

と
踏
ま
え
た
使
い
方
を
し
て
い
る
と
し
た
場
合
、
夢
か
ら
覚
め
た
時
、
彼
の
瞼ま
ぶ
たの

裏
に
あ
っ
た
残
ん
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
神
話
に
よ
っ
て
理
想
化
さ
れ
美
化
さ
れ
た
、

一
種
妖よ
う
え
ん艶
な
女
性
の
姿
だ
っ
た
よ
う
に
、
筆
者
に
は
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
蓉
塘

が
、「
凉
気
溢
紙
、
襲
人
衣
袖
。
可
以
洗
俗
塵
、
可
以
蠲
宿
垢
。」〔
凉
気　

紙
に
溢あふ
れ
、

人
の
衣い
袖しゅ
うを
襲
う
。
以もっ
て
俗
塵
を
洗
う
可
く
、
以
て
宿
し
ゅ
く
垢こうを
蠲のぞ
く
可
し
。〕
と
い
う
評
を
付

け
、
涼
気
が
作
者
の
気
持
ち
を
す
っ
き
り
さ
せ
て
く
れ
た
と
い
う
、
作
者
を
善
導

す
る
か
の
よ
う
な
、「
健
全
」
さ
志
向
の
解
釈
を
し
て
い
る
が
、い
か
が
な
も
の
か
。

清
い
竹
む
し
ろ
に
、
ま
ば
ら
に
編
ん
だ
簾
の
意
。

17　

浅
見
洋
二
「
閨
房
の
な
か
の
山
水
、
あ
る
い
は
瀟
湘
に
つ
い
て
―
―
晩
唐
五
代
詞
に

お
け
る
風
景
と
絵
画
―
―
」（『
集
刊
東
洋
學
』
第
六
十
七
号
、
一
九
九
二
年
）
五
十
五
～

五
十
八
頁
。

少
数
し
か
残
っ
て
い
な
い
と
は
い
え
、
玉
峰
の
作
品
の
全
体
的
な
傾
向
か
ら
見
た

場
合
、
的
外
れ
な
解
釈
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

五

　

さ
て
、
五
峰
が
、
玉
峰
は
「
貌
、
美
女
の
如
く
」、
穏
や
か
で
素
直
で
折
り
目

正
し
く
慎
み
深
く
、「
娘
子
秀
才
の
風
」
が
あ
っ
た
と
回
顧
し
て
い
た
が
、
玉
峰

は
男
性
が
女
性
に
成
り
代
わ
っ
て
歌
う
閨け
い
え
ん怨
詩し

も
い
く
つ
か
残
し
て
い
る
。
ま
ず

は
タ
イ
ト
ル
に
閨
怨
詩
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
「
春
夜
閨
詠
」
を
見
て
み
る
こ

と
に
し
よ
う
。

　
　

春
夜
閨
詠

金
釵
委
地
鬂
雲
斜　
　

金き
ん
さ
い釵　

地
に
委お

ち　

鬂
雲
〔
ふ
ん
わ
り
と
し
た
美
髪
〕　

	

斜
め
に

春
夢
如
烟
隔
碧
紗　
　

春
夢　

烟
の
如
く　

碧へ
き
さ紗
に
隔
て
ら
る
18

伹
19
道
天
明
庭
院
白	

伹た

だ
道
お
し
は
かる
ら
く
は　

天
明　

庭
院　

白
か
ら
ん
と

不
知
残
月
逗
梨
花　
　

知
ら
ず　

残
月　

梨
花
を
逗
も
て
あ
そば
ん
と
は

　

春
の
宵
、
一
眠
り
し
て
釵
か
ん
ざ
しも
落
ち
髪
型
も
崩
れ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
目
が

覚
め
て
み
る
と
、
夢
で
見
た
幸
せ
な
情
景
は
幻
だ
っ
た
。
外
は
白
ん
で
い
る
よ
う

だ
か
ら
、も
う
夜
が
明
け
た
の
だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
ら
、ま
だ
空
に
月
が
残
っ

て
い
て
、
哀
れ
な
梨
の
花
を
か
ら
か
う
か
の
よ
う
に
、
か
す
か
に
照
ら
し
出
し
て

18　

本
句
は
李
白
の
「
烏
夜
啼
」（
こ
れ
も
閨
怨
詩
）
の
「
碧
紗
如
煙
隔
窓
語
」
の
句
に

ヒ
ン
ト
を
得
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

19　

こ
の
「
伹
」
は
「
但
」
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
、
明
ら
か
（
当
時
の
印
刷
物
に
よ
く
見

ら
れ
る
こ
と
だ
が
）。
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い
る
。
と
詠
ま
れ
た
梨
の
花
は
、
も
ち
ろ
ん
独
り
寝
を
か
こ
つ
、
作
者
に
仮
託
さ

れ
た
女
性
の
暗
喩
で
あ
る
。

　

次
に
掲
げ
る
作
品
も
、
十
分
に
閨
怨
詩
と
し
て
読
む
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ

る
。　

　

懊
悩

蓮
漏
声
沈
酒
又
消　
　

蓮
漏
〔
水
時
計
〕　

声　

沈
と
し
て　

酒
も
又　

消さ

め

	
た
り

虚
堂
人
去
夜
迢
迢　
　

虚
堂　

人　

去
り
て　

夜　

迢
ち
ょ
う
ち
ょ
う
迢
〔
長
い
〕
た
り

別
離
原
識
非
多
日　
　

別
離　

原も
と　

多
日
に
非
ざ
る
を
識
れ
る
も

懊
悩
無
端
也
一
宵　
　

懊
悩　

端
無
く
も　

ま
た
一
宵

微
月
透
簾
秋
欲
痩　
　

微
月　

簾
を
透と
お
り
て　

秋　

痩
せ
ん
と
欲
し

寒
花
倚
壁
夜
空
嬌　
　

寒
花　

壁
に
倚
り
て　

夜　

空
し
く
嬌
な
ま
め
かし

剔
燈
孤
坐
凄
難
寐　
　

燈
を
剔き

り
孤
坐
し
て　

凄せ
い
と
し
て
寐い

ね
難
く

更
把
残
香
手
自
焼　
　

更
に
残
香
を
把と

り
て
手
自
ら
焼も
や
す

　

こ
の
作
品
に
は
石
埭
の
「
言
言
懊
儂
、
字
字
悩
公
。
僕
本
恨
人
君
真
情
種
。」

と
の
評
が
あ
る
。「
悩
公
」
と
言
え
ば
、
こ
の
二
字
を
題
と
す
る
李
賀
の
作
品
が

連
想
さ
れ
る
が
、
そ
の
作
品
は
李
賀
が
都
で
妓ぎ
じ
ょ女
の
家
に
遊
ん
だ
こ
と
を
述
べ
た

も
の
で
、
玉
峰
の
こ
の
作
品
の
内
容
に
は
合
わ
な
い
。
こ
こ
は
こ
の
二
字
の
原
義

に
立
ち
返
り
、「
お
れ
様
を
な
や
ま
す
も
の
」、
す
な
わ
ち
「
懊
悩
」
と
同
義
の
語

と
解
し
て
お
き
た
い
20
。
さ
て
、
そ
う
す
る
と
、
石
埭
の
評
は
、「
詩
中
の
あ
ら

20　

李
賀
の
「
悩
公
」
の
題
意
に
つ
い
て
は
鈴
木
虎
雄
注
釈
『
李
長
吉
歌
詩
集
』
上
（
岩

波
文
庫
、
一
九
六
一
年
）
二
三
七
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ゆ
る
言
葉
が
、
タ
イ
ト
ル
そ
の
ま
ま
に
懊
悩
を
表
す
も
の
ば
か
り
だ
。
私
も
も
と

も
と
『
恨
人
』
だ
が
、
あ
な
た
も
本
当
に
『
情
種
』
で
す
ね
。」
と
い
っ
た
よ
う

な
意
味
に
な
る
。「
恨
人
」
や
「
情
種
」
は
、
中
国
の
明
清
時
代
に
人
物
評
に
お

い
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
言
葉
で
、
合
山
究
氏
に
よ
れ
ば
、
前
者
は
「
情
痴

の
人
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
、
後
者
は
多
情
多
感
の
風
流
人
と
い
う
意
味
で
あ

る
21
。「
多
情
多
感
」
で
な
け
れ
ば
詩
は
で
き
な
い
か
ら
、
詩
人
に
と
っ
て
そ
の

よ
う
な
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
は
当
た
り
前
の
こ
と
な
の
だ
が
、
石
埭
は
、
そ
の
よ
う
な

中
で
も
特
に
そ
の
点
が
抜
き
ん
で
て
い
る
人
と
し
て
玉
峰
の
人
物
像
を
捉
え
た
の

だ
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

六

　

以
上
、
そ
の
特
色
が
よ
く
表
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
中
心
に
、
玉
峰

の
作
品
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
一
部
、
若
干
趣
の
異
な
っ
た
作
品
も
あ
る
の
で
、

二
三
、
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　

初
夏
山
村

濁
流
経
雨
漲
晴
川　
　

濁
流　

雨
を
経
て　

晴
川〔
雨
上
が
り
の
川
面
〕に
漲み
な
ぎる

踏
破
山
村
十
里
烟　
　

踏
破
す　

山
村　

十
里
の
烟

一
路
薫
風
天
欲
暑　
　

一
路　

薫
風　

天　

暑
か
ら
ん
と
欲
す

夕
陽
高
樹
宿
鳴
蟬　
　

夕
陽　

高
樹　

鳴め
い
ぜ
ん蟬

〔
鳴
く
セ
ミ
〕　

宿
る

　

初
夏
に
山
村
を
十
里
に
わ
た
っ
て
踏
破
し
た
と
い
う
、
極
め
て
健
康
的
な
内
容

21　

合
山
究
『
明
清
時
代
の
女
性
と
文
学
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
二
十
七
～

二
十
八
頁
。
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の
作
品
で
あ
る
。

　
　

夜
過
浦
濵
〔
夜　

浦
濵
を
過
ぐ
〕

扁
舟
凌
海
気
猶
豪　
　

扁へ
ん
舟し
ゅ
う〔

小
舟
〕　

海
を
凌し
の
ぐ　

気　

猶
お
豪
な
り

吹
破
鉄
簫
平
夜
濤　
　

鉄
簫
を
吹
破
し　

夜や
と
う濤

〔
夜
の
大
波
〕
を
平
ら
ぐ

天
半
星
辰
揺
欲
落　
　

天
半〔
空
の
中
ほ
ど
〕　

星せ
い
し
ん辰　

揺
れ
て　

落
ち
ん
と
欲
し

片
帆
出
没
月
光
髙　
　

片
帆
〔
一
艘
の
舟
〕　

出
没
し
て　

月
光　

髙
し

　

夜
の
浦
浜
（
現
在
の
新
潟
市
西
蒲
区
五
ヶ
浜
・
角
海
浜
）
か
ら
の
海
の
眺
め
を
詠
ん

だ
も
の
で
あ
る
。
槐
南
の
「
筆
を
落
と
せ
ば
嶽が
く
を
揺
さ
ぶ
り
、
嘯
し
ょ
う
ご
う
傲
〔
放
歌
長
嘯
〕

し
て
滄
〔
青
海
原
〕
を
凌
ぐ
22
の
概
お
も
む
き
有
り
」
と
の
評
に
待
つ
ま
で
も
な
く
、
豪
快

な
感
じ
の
す
る
作
品
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
五
峰
の
前
掲
の
詩
に
、
玉
峰
が
少
年
の
時
か
ら
精
進
潔
斎
等
の
仏

事
に
い
そ
し
ん
で
き
た
旨
詠
ま
れ
て
い
た
か
ら
、
彼
の
仏
道
と
の
か
か
わ
り
と
い

う
点
に
も
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
作
品
中
に
「
香
を
焚
く
」
と
い
う
こ

と
が
よ
く
出
て
く
る
。
こ
の
焚
香
が
す
で
に
仏
道
に
密
接
に
関
係
す
る
が
、
玉
峰

は
体
が
弱
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
日
々
今
生
・
来
世
と
い
っ
た
方
面
の
物
思
い
に
も

耽
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。「
夜
坐
有
念
、
次
中
山
詞
兄
見
寄
韻
」
と
題
す
る
作

品
は
、「
中
山
詞
兄
」
か
ら
送
ら
れ
た
詩
に
次
韻
し
た
も
の
で
、「
中
山
詞
兄
」
が

ど
の
よ
う
な
人
な
の
か
、
そ
し
て
そ
の
作
品
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
と

い
う
、
前
提
に
な
る
点
が
不
明
な
の
で
、
読
み
込
み
に
く
い
面
が
あ
る
が
、
一
応

22　

原
文
は
「
落
筆
揺
嶽
、
嘯
傲
凌
滄
」
で
、
李
白
「
江
上
吟
」（
七
言
十
二
句
）
の
第

九
句
か
ら
「
落
筆
揺
五
嶽
」
の
五
字
を
、
第
十
句
か
ら
「
笑
傲
凌
滄
洲
」
の
五
字
を
そ
れ

ぞ
れ
取
り
出
し
て
、
さ
ら
に
約
め
た
形
に
な
っ
て
い
る
。

掲
げ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　

夜
坐
有
念
、
次
中
山
詞
兄
見
寄
韻

〔
夜
坐　

念
う
こ
と
有
り
、
中
山
詞
兄
見
わ
れ
に
寄よ
せ
た
る
韻
に
次
す
〕

今
生
真
欲
現
何
身　
　

今
生　

真
に
何
の
身
を
か
現
ぜ
ん
と
欲
す
る

弥
勒
龕
空
無
物
親　
　

弥み
ろ
く
か
ん

勒
龕　

空
し
く　

物
の
親
し
む
無
し

忽
地
伝
来
夜
梅
気　
　

忽た
ち
ま
ち地
伝
わ
り
来
る　

夜
梅
の
気

一
燈
寒
影
一
詩
人　
　

一
燈
の
寒
影　

一
詩
人

　

煎せ
ん
じ
詰
め
れ
ば
、
自
分
は
何
な
の
か
と
い
う
自
問
自
答
で
あ
る
が
、『
法
華
経
』

観か
ん
ぜ
お
ん
ぼ
さ
つ
ふ
も
ん
ぼ
ん

世
音
菩
薩
普
門
品
の
教
え
に
倣
い
、
自
分
は
い
か
な
る
身
で
得
度
す
べ
く
、
こ

の
世
に
姿
を
現
し
た
の
か
と
問
う
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
弥
勒
信
仰
の
よ

う
な
も
の
に
は
関
心
が
向
か
な
い
。
ふ
と
梅
の
香
り
が
漂
っ
て
き
た
。
そ
こ
に
、

燈
火
に
照
ら
さ
れ
て
で
き
た
、
ひ
ん
や
り
と
し
た
感
じ
の
人
影
（
も
ち
ろ
ん
我
が
身

の
影
）。
そ
の
瞬
間
、
詩
人
と
し
て
の
自
分
が
は
っ
き
り
と
意
識
さ
れ
た
。
こ
の

頓
悟
と
で
も
言
う
べ
き
瞬
時
の
自
己
認
識
を
、
槐
南
が
う
ま
く
説
明
し
て
く
れ
て

い
る
。
―
「
君
真
以
詩
人
身
得
度
者
。
而
一
現
優
曇
、
終
如
露
電
。
悲
夫
。」〔
君

は
真
に
詩
人
の
身
を
以
て
得
度
せ
る
者
な
り
。
而
し
こ
うし
て
一
た
び
優う
曇どん
現
れ
た
れ
ど
も
、
終つい
に
露

電
の
如
し
。
悲
し
い
か
な
。〕
三
千
年
に
ひ
と
た
び
咲
く
と
言
わ
れ
る
「
優う
ど
ん
げ
曇
華
」
が

咲
い
た
け
れ
ど
も
、「
露
電
23
」
の
よ
う
に
は
か
な
く
、
あ
っ
と
い
う
間
の
事
だ
っ

た
。
こ
の
評
語
は
、こ
の
夜
の
玉
峰
の
頓
悟
を
説
明
す
る
言
葉
で
あ
る
と
同
時
に
、

そ
の
才
能
の
き
ら
め
き
を
僅
か
な
間
し
か
示
す
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
玉
峰
の
は

23　
『
金
剛
般
若
波
羅
密
経
』
に
「
一
切
有
為
法
、
如
夢
幻
泡
影
、
如
露
亦
如
電
」
と
あ

る
の
が
も
と
に
な
っ
て
で
き
た
語
。
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か
な
い
一
生
を
惜
し
む
言
葉
と
も
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
『
玉
峰
小
詩
』
の
最
後
に
位
置
す
る
「
苦
吟
」
と
題
す
る
作
品
は
、
短
い
一
生

を
何
よ
り
も
詩
人
と
し
て
生
き
た
玉
峰
に
ふ
さ
わ
し
い
。
全
く
の
想
像
に
過
ぎ
な

い
が
、
作
品
収
集
時
の
五
峰
の
配
列
で
も
、
ま
た
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
の
槐
南

の
編
集
後
の
配
列
で
も
、
こ
の
作
品
が
締
め
く
く
り
の
位
置
に
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

　
　

苦
吟

几
坐
蕭
斎
費
苦
吟　
　

蕭
斎
に
几き
ざ坐

〔
一
人
端
座
す
る
〕
し
て　

苦
吟
に
費
や
す

寒
窓
破
壁
一
燈
深　
　

寒
窓　

破
壁　

一
燈　

深
し

眼
前
詩
料
難
収
得　
　

眼
前　

詩
料
〔
詩
を
作
る
材
料
〕　

収
得
し
難
し

都
被
前
人
獲
我
心　
　

都す
べ
て
前
人
に
我
が
心
を
獲と

ら
れ
た
り

　

心
に
浮
か
ん
で
く
る
詩
想
は
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
も
の
の
、
す
べ
て
こ
れ
ま
で
の

詩
人
に
表
現
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
し
て
、
書
斎
に
端
座
し
て
詩
の
表
現
に
苦

し
ん
で
い
る
自
分
の
姿
を
詠
ん
で
い
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、『
新
文
詩
別
集
』
第
二
十
一
号
で
特
集
さ
れ
た
『
玉
峰
小
詩
』
計
三
十

首
中
の
十
六
首
を
取
り
上
げ
て
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
詩
人
の
思
い
を
で
き
る
だ

け
汲
み
取
ろ
う
と
試
み
た
。す
べ
て
の
作
品
を
紹
介
し
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、

そ
れ
は
ま
た
別
の
機
会
が
あ
れ
ば
実
行
し
た
い
と
思
う
。

　
『
新
文
詩
別
集
』
同
号
で
は
、
玉
峰
の
全
作
品
を
評
と
共
に
掲
載
し
た
後
、
ま

ず
玉
峰
を
追
懐
し
そ
の
早
逝
を
傷
む
五
峰
の
七
絶
五
首
と
、〈
そ
の
五
首
は
玉
峰

の
遺
稿
を
整
理
し
終
わ
っ
た
日
が
ち
ょ
う
ど
一
周
忌
の
日
で
、
そ
の
日
に
題
し
て

仏
前
に
備
え
た
も
の
で
あ
る
〉旨
を
述
べ
た
十
七
年
十
月
四
日
付
の
五
峰
の
識
語
、

次
に
前
掲
の
春
濤
の
識
語
、
そ
し
て
最
後
に
十
七
年
四
月
朔
日
を
日
付
と
す
る
、

槐
南
の
玉
峰
の
作
品
に
対
す
る
感
想
を
主
な
内
容
と
す
る
七
絶
二
首
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
紙
幅
を
取
り
す
ぎ
る
の
で
、
五
峰
の
第
三
首
に
つ
い
て
の
み
コ
メ
ン
ト

し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
例
の
玉
峰
の
「
離
騒
」
愛
読
の
件
に
関
す
る
も
の
で

あ
る
。招

魂
幾
次
把
香
焼　
　

魂
を
招
か
ん
と
し
て
幾
次
か
香
を
ば
焼た

き
た
ら
ん

読
到
遺
篇
涙
湿
袍　
　

遺い
へ
ん篇
に
読
み
到
り
て　

涙　

袍ほ
う

〔
上
着
〕
を
湿う
る
おす

香
草
美
人
哀
婉
語　
　

香
草
美
人　

哀あ
い
え
ん婉

〔
婉
曲
に
悲
し
み
を
伝
え
る
〕
の
語

従
今
我
欲
廃
離
騒　
　

今
よ
り　

我　

離
騒
を
廃
せ
ん
と
欲
す

　

屈
原
の
「
離
騒
」
は
自
分
を
放
逐
し
た
君
主
へ
の
綿
々
た
る
思
い
を
美
人
に
対

す
る
思
慕
と
い
う
形
に
仮
託
し
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
た
め
、
転
句
に
言
う
よ
う

な
「
香
草
美
人　

哀
婉
の
語
」
が
散
り
ば
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
持
つ
独
特
な
雰
囲

気
に
彩
ら
れ
て
い
る
。「
離
騒
」
の
表
向
き
の
テ
ー
マ
と
、
玉
峰
の
作
品
世
界
と

は
、
上
述
の
如
く
、
ほ
と
ん
ど
重
な
り
合
う
と
こ
ろ
が
な
い
け
れ
ど
も
、
作
品
が

漂
わ
せ
て
い
る
嫋
じ
ょ
う
じ
ょ
う
嫋
と
し
て
繊
細
な
雰
囲
気
は
確
か
に
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

少
な
く
と
も
五
峰
に
は
そ
の
点
が
強
く
感
じ
ら
れ
、
そ
の
た
め
こ
れ
か
ら
は
「
離

騒
」
を
手
に
取
る
の
を
や
め
よ
う
と
言
っ
た
わ
け
だ
ろ
う
。

　

終
わ
り
に
、
外
的
証
拠
は
何
も
な
い
が
、
他
界
直
後
の
玉
峰
の
部
屋
を
五
峰

が
訪
れ
て
詠
ん
だ
も
の
に
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
七
絶
二
首
が
、
十
五
年
十
月

二
十
九
日
の
『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』「
滄
海
拾
珠
」
に
載
っ
て
い
る
の
で
掲
げ
、

若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
、
本
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。
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破
壁　
　
　
　
　
　
　
　

五
峯　

坂
口
恭

破
壁
蕭
条
足
暗
愁　
　

破
壁　

蕭
条
〔
物
寂
し
い
〕
と
し
て　

暗
愁　

足
る

古
燈
吹
影
24
雨
啾
々	

古
燈　

影
を
吹
き
て　

雨　

啾
し
ゅ
う
し
ゅ
う々

傷
心
一
掬
懐
人
涙　
　

傷
心　

一
た
び　

人
を
懐お
も
う
涙
を
掬す
く
い

灑
向
陰
房
鬼
哭
秋　
　

陰
房
〔
奥
深
く
薄
暗
い
部
屋
〕
に
灑
が
ん　

鬼き
こ
く哭
の
秋

一
別
死
生
知
也
難　
　

一
別　

死
生　

知
る
も
難
し

偸
将
暗
涙
灑
闌
干　
　

偸ひ
そ
か
に
暗
涙
を
ば
灑
げ
ば　

闌ら
ん
干か
ん

〔
は
ら
は
ら
と
〕
た
り

哀
香
欲
続
招
魂
賦　
　

哀
香　

招
魂
の
賦
を
続
け
ん
と
欲
す
れ
ば

古
竹
如
人
倚
暮
寒　
　

古
竹　

人
の
如
く　

暮
寒
に
倚
る

　

第
一
首
に
は
「
啾
々
」
と
あ
り
、「
鬼
哭
」
と
あ
る
か
ら
、
そ
こ
か
ら
す
ぐ
に

連
想
さ
れ
る
の
は
、
杜
甫
の
「
兵
車
行
」
で
あ
る
。
杜
甫
は
「
君
見
ず
や　

青
海

の
頭ほ
と
り、
古
来　

白
骨　

人
の
収
む
る
無
く
、
新
鬼
は
煩は
ん
え
ん寃
し
旧
鬼
は
哭
し
、
天そ
ら

陰く
も
り
雨
湿
る
と
き
声
啾
啾
た
る
を
」
と
、
戦
場
の
凄
絶
さ
・
悲
惨
さ
を
歌
っ
た
。

五
峰
は
こ
れ
を
主
亡
き
後
の
玉
峰
の
部
屋
の
形
容
に
転
用
し
た
。「
啾
々
」
は
杜

甫
の
詩
で
は
、
雨
が
降
っ
て
じ
と
じ
と
湿
り
気
を
帯
び
て
き
た
と
き
に
亡
霊
が
発

す
る
泣
き
声
の
形
容
な
の
だ
が
、
五
峰
に
は
そ
の
と
き
降
っ
て
い
た
雨
の
音
そ
の

24　
「
燈
が
影
を
吹
く
」
と
い
う
表
現
は
、
や
や
奇
異
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
梁
川
星
巖

（
一
七
八
九
～
一
八
五
八
）
の
「
春
夕
留
士
錦
小
飲
、
賦
詩
写
懐
」
詩
の
末
句
に
「
一
穟
春

燈
吹
影
斜
」
と
あ
る
。
こ
れ
を
伊
藤
信
は
「
一
穟
の
春
の
燈
火
の
影
が
斜
に
風
に
吹
か
れ

て
ゐ
る
」
と
解
釈
し
て
い
る
（
伊
藤
信
『
註
解
星
巖
全
集
』
甲
集
、
三
三
六
頁
、
梁
川
星

巖
全
集
刊
行
会
、
一
九
五
六
年
）。
こ
れ
に
倣
い
、「
古
い
燈
火
の
影
が
風
に
吹
か
れ
」
と

解
し
て
お
く
。

も
の
が
玉
峰
の
亡
魂
の
叫
び
と
し
て
聞
こ
え
た
の
で
あ
る
25
。

【
付
記
】
脱
稿
後
、
野
崎
玉
峰
の
作
品
の
う
ち
、「
新
秋
夜
坐
」
二
首
は
、「
玉
峯

樵
史　

元
」
と
い
う
作
者
名
で
、
王
桼
園
・
槐
南
の
評
と
も
ど
も
、
小
林
二
郎
編

輯
兼
出
版
『
新
潟
才
人
詩
』
第
二
集
（
十
八
年
十
二
月
三
十
日
）
に
収
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

25　
「
啾
啾
」
を
雨
音
そ
の
も
の
の
形
容
と
し
て
用
い
た
句
と
し
て
は
、朱
誠
泳
（
一
四
五
八

～
一
四
九
八
）「
将
軍
行
」
の
「
風
雨
啾
啾
鬼
宵
哭
」
な
ど
が
見
い
だ
せ
る
が
、「
鬼
哭
」

の
語
と
併
せ
、
戦
争
と
は
別
の
、
個
人
の
亡
魂
へ
の
哀
悼
の
た
め
に
用
い
た
例
は
あ
ま
り

見
当
た
ら
ぬ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

〈
筆
者
・
神
戸
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
・

武
庫
川
女
子
大
学
言
語
文
化
研
究
所
研
究
員
〉
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破
壁
　
　
　
　
　
　
　
　
五
峯
　
坂
口
恭

破
壁
蕭
条
足
暗
愁
　
　
破
壁
　
蕭
条
〔
物
寂
し
い
〕
と
し
て
　
暗
愁
　
足
る

古
燈
吹
影
24
雨
啾
々 

古
燈
　
影
を
吹
き
て
　
雨
　
啾
し
ゅ
う
し
ゅ
う々

傷
心
一
掬
懐
人
涙
　
　
傷
心
　
一
た
び
　
人
を
懐お
も
う
涙
を
掬す
く
い

灑
向
陰
房
鬼
哭
秋
　
　
陰
房
〔
奥
深
く
薄
暗
い
部
屋
〕
に
灑
が
ん
　
鬼き
こ
く哭
の
秋

一
別
死
生
知
也
難
　
　
一
別
　
死
生
　
知
る
も
難
し

偸
将
暗
涙
灑
闌
干
　
　
偸ひ
そ
か
に
暗
涙
を
ば
灑
げ
ば
　
闌ら
ん
干か
ん

〔
は
ら
は
ら
と
〕
た
り

哀
香
欲
続
招
魂
賦
　
　
哀
香
　
招
魂
の
賦
を
続
け
ん
と
欲
す
れ
ば

古
竹
如
人
倚
暮
寒
　
　
古
竹
　
人
の
如
く
　
暮
寒
に
倚
る

　
第
一
首
に
は
「
啾
々
」
と
あ
り
、「
鬼
哭
」
と
あ
る
か
ら
、
そ
こ
か
ら
す
ぐ
に

連
想
さ
れ
る
の
は
、
杜
甫
の
「
兵
車
行
」
で
あ
る
。
杜
甫
は
「
君
見
ず
や
　
青
海

の
頭ほ
と
り、
古
来
　
白
骨
　
人
の
収
む
る
無
く
、
新
鬼
は
煩は
ん
え
ん寃
し
旧
鬼
は
哭
し
、
天そ
ら

陰く
も
り
雨
湿
る
と
き
声
啾
啾
た
る
を
」
と
、
戦
場
の
凄
絶
さ
・
悲
惨
さ
を
歌
っ
た
。

五
峰
は
こ
れ
を
主
亡
き
後
の
玉
峰
の
部
屋
の
形
容
に
転
用
し
た
。「
啾
々
」
は
杜

甫
の
詩
で
は
、
雨
が
降
っ
て
じ
と
じ
と
湿
り
気
を
帯
び
て
き
た
と
き
に
亡
霊
が
発

す
る
泣
き
声
の
形
容
な
の
だ
が
、
五
峰
に
は
そ
の
と
き
降
っ
て
い
た
雨
の
音
そ
の

24
　「
燈
が
影
を
吹
く
」
と
い
う
表
現
は
、
や
や
奇
異
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
梁
川
星
巖

（
一
七
八
九
～
一
八
五
八
）
の
「
春
夕
留
士
錦
小
飲
、
賦
詩
写
懐
」
詩
の
末
句
に
「
一
穟
春

燈
吹
影
斜
」
と
あ
る
。
こ
れ
を
伊
藤
信
は
「
一
穟
の
春
の
燈
火
の
影
が
斜
に
風
に
吹
か
れ

て
ゐ
る
」
と
解
釈
し
て
い
る
（
伊
藤
信
『
註
解
星
巖
全
集
』
甲
集
、
三
三
六
頁
、
梁
川
星

巖
全
集
刊
行
会
、
一
九
五
六
年
）。
こ
れ
に
倣
い
、「
古
い
燈
火
の
影
が
風
に
吹
か
れ
」
と

解
し
て
お
く
。

も
の
が
玉
峰
の
亡
魂
の
叫
び
と
し
て
聞
こ
え
た
の
で
あ
る
25
。

【
付
記
】
脱
稿
後
、
野
崎
玉
峰
の
作
品
の
う
ち
、「
新
秋
夜
坐
」
二
首
は
、「
玉
峯

樵
史
　
元
」
と
い
う
作
者
名
で
、
王
桼
園
・
槐
南
の
評
と
も
ど
も
、
小
林
二
郎
編

輯
兼
出
版
『
新
潟
才
人
詩
』
第
二
集
（
十
八
年
十
二
月
三
十
日
）
に
収
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

25
　「
啾
啾
」
を
雨
音
そ
の
も
の
の
形
容
と
し
て
用
い
た
句
と
し
て
は
、朱
誠
泳
（
一
四
五
八

～
一
四
九
八
）「
将
軍
行
」
の
「
風
雨
啾
啾
鬼
宵
哭
」
な
ど
が
見
い
だ
せ
る
が
、「
鬼
哭
」

の
語
と
併
せ
、
戦
争
と
は
別
の
、
個
人
の
亡
魂
へ
の
哀
悼
の
た
め
に
用
い
た
例
は
あ
ま
り

見
当
た
ら
ぬ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。


